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個人としてのアメリカ農民の行動

F．L．アンダ’一ウッド

　外見はアメリカ農民を特徴づけない。他の人

と同じに見える。入の中にいる時は，農民は他

の人と同じようにょい服装をし，きれいにひげ

をそり，銀行家のよ5に，実業家のように，は

た又教授のように威厳がある。

　その言葉も又特に二四騎有といったものでな

い。その言葉の使い方は，あるいは，教授のそ

れより単純であるかも知れぬが，同じように正

鵠であることが多い。その会話の内容さえ，他

の市民たちのそれと同じであるかも知れぬ。た

だ仕窺の話をするときにのみ，その用語がその

職業を示すことになろう。

　交通の仕方一二飛が乗る車一も必ずしも

その職業に特有のものでない。日曜あるいは祭

日に駐車場に集っている自動車の中から農民の

自動車を全部それだけとりだすことはむつかし

い。事実，農概の自動車は教授の自動車よりよ

い自動車であり，最近型であるかも知れぬ。農

畏は，自動車を自分の仕事に使うが故に，よい

自動車を必要とするのだ。

　三二は互にそれぞれちがっている。しかし，

そのちがいはアメリカの他の職業群の人達の間

におけるちがいと同じであるQある点では，ア

メリカ二目は他羅の農民と似ている。しかし，

農業の仕方において今臼の世界の他国の農民と

著しくちがった面をもつている。恐らく，これ

らのちがいのあるものは，ここに述べるアメリ

カ丁丁の蒋質の簡単な記述から明らかになろ
う。

　まず最初に，アメリカの農民は労働者であ

る。全体として，アメリカの農民は，恐らく，

世界の他の農民よりもつと多くの仕事をする。

農罠とその家族がアメリカの農場で使われる全

労働力の4分の3を占めている。一農場平均の

雇傭労働墨：は，年0．5人にみたない。アメリカ

の農場でしなければならぬ仕事は彪大な最にな

るが，その4分の1以下が雇傭労働者の手でな

される。この劇合は，過表45年間殆んど変って

ない。

　労働は農場の生産費目のうちで最も大きなも

のの一つである。多くの農民は労働の雇傭とい

う磁で都市の産業のそれとたちうちできない。

ともかく，かかる高い費厨は能率酌に使わねば

ならぬ。農場間の経済酌成功の度会の差は，作

物の収量あるいは家畜の生産の度合の差よりも

労働能率の差に装ずくことが多い。高下な腿傭

労働をできるだけ少く使って仕蔀をするため

に，農民は機械やその他の作業具を使わざるを

得ない。そうでなければ，自分自分の家族の生

活程度を下げざるをえないわけである。後門を

選ぶことは、自己の受くべき労賃をひきさげる

ことになる。もし自己の労賃が充分のものでな

くなるなら，農民は農業をやめて都会で職を求

めることができる。過去の多くの農民は実際そ

うしたのである。しかし羅残って農業を続けた

者は作業を果すために機械工具を使用すること

を余儀なくされた。然らずんば，低い所得水準

に甘んぜざるを得なかったわけである。その結

果，機械をうまく使うことのできなかった農場

は放棄され，　もはや農場として運営されてな

い。これらの農場を続けて運営すれば，年間の

費朋が年々の生産価値をオーバーすることにな

ろう。　　　　　　　　　　　　　’

　第二に，アメリカの農民は資本家である。そ

れは最初からそうだったのである。最初の人が

森から枝をとってぎて，それを地面を堀るに使

った時以来，農民は資本家であった。作業を果

すため道具，機械その他の工具を使わざるを得

なくなって，農民は以前よりも一層強く資本家

的性格を強くするようになった。進歩的な農斑

は，毎日，もっと多くの仕議をし，あるいは一

層よく仕事をするため新しい機械を発見しある
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いは工央しょ5と努めている。多くの近代的な

農業機械のはじまりは，特別な補助なしに仕事

をする必要に迫られたある種の入の農場からで

あった。製造業者達はこういった発展に追従

し，かつ，できうべくんば，漏しい機械や新型

のもので，こういった動きに先んずることがよ

い商売になることを見出したのである。

　土地所有は農業における資本主義の唯一の徴

表でない。アメリカの縫民も日本の農罠も殆ん

ど同じ位の割合で自作農である。パーセントで

いえ．ば，北海道のそれはアメリカよりやや高

く，内地ではやや低い。農業における資本主義

の重要な側面はあらゆる生騰手段，すなわち，

土地のみならず，機械，家苗，その他の資本を

所有し，支配するということである。1956年に

おいてアメリカの農場で生産に用いられたあら

ゆる資産の従業者一人当の平均価額は15，163ド

ルである。そのうち，71．2％が土地並びに建

物，11．5％が機械，王7．3％が「その他資本」で

あるQアメリカ農業は機械化しているという定

評にもかからず，家畜，飼料，資材などを含む

「その他資本」の種別が機械資本の部分のL5

倍に達していることは，恐らく，注意に値す

る。土地以外の資本は一二場あたり7，500ドル

になるGしかし不動産は土地資本に包含さるべ

きである。何となれば，小作農場においても，

農業者が，実際上，その賃借期間は土地の金支

配罐をもつているからである。かかる理由から

して，アメリカの農民は，単なる土地所有者で．

はなく，資本家であるというのである。

　第三に，アメリカの農民は経営巌である。こ

のことは多くのことを意味している。確に，農

民は自分で引分を雇っている。農民は自分の主

人公であるから，自已の欲することをすること

ができる。もし働こうと欲するなら，そうする

特権をもつている。もし1封∫に行こうと思うな

ら，そうすることができる。そして町に行って

いる閻に，今迄の仕方より一麿よくあるいは早

く作業のできる新機械を発見するかも知れな

い。あるいは又，螢分が欲するなら沐むことも，

できる。誰もこれに干渉しない。農罠は自分で

自己のことについて決断する。そしてもし誰か

がこれこれのことをしなさいと差娼口をいおう

とするなら恐らく憤慨するだろう。農民は自分

自らの農業政策たてるのである。

　このことはまことに無碍な自融にみえる◎し

かし例外が一つある（このことについては後に

述べる〉。ところで農民の計画樹立には余人は

誰も参加しないのだから，彼自らがその結果に

対し責任をとる。もし決断が賢萌で成功するな

ら，まずその利益を自らの手に収めることを期

待する。愚な決断をやり損をするなら，その損

失は自ら背負う覚悟である。確に，彼の決断に

参加しない者は誰もその損失を背負おうとはし

ない。成功しようという期待が彼を駆って最善

をつくし，手にいれうる最良の知識を利用させ

るのである。失敗へのおそれが彼を注意深くさ

せ勤勉ならしむる。

　このアメリカ農罠の自己の経営の経営者とし

ての地位は更に深甚な結果をもたらしている。

すなわち，農蝿は毎日，毎年，自ら決断を下す

ことによってその主たる生産の領域を発展さ

せ，技術を前進させ，その経営の規模を拡大さ

せた。かくするに当っては，農民は：：ヒ地あるい

はその他の物資及び役務を各自に自由に賃借

し，　売買し，又多くの調整をなしたわけであ

る。重要なアメリカ農業の調整の大部分は，農

畏自，身によって，その誰にも欄肘されない自前

の決漸によって自発的になされたものである。

それ以外の農業調整の仕方というものは遇常な

ものでないから，ニュースと考えられ，世界申

の薪聞紙に報道されたのである。

　この種の独立的な農業経営には多くの思考と

計繭とを必要とする。多くの農場は機械化して

いるけれども，今臼のアメリカの農場で最も大

籾な道具といえば鉛筆である。頭脳の力はトラ

クターの動力あるいは人間労働より更に重要で

ある。農民は多くの漸新な報道を必要とする。

、政府の最も役に立つ機能の一つはかかる報道や

知識を無料で流すことである。農幾はそれを利

用することも繊来るし拒否することもでぎる。

進歩的農銑は，穀物，土壌，家畜，農業エ学，

及び市場彰こ関する二三な報道の利周法を知って

いる筈である。農1職こものの考え方一如何に

報道や知識を組合せ，自分の問題の解決に役立

てるか一一を教える教育的訓練は極めて重要で
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ある。

　大部分のアメリカの農場は家族農場である。

家族が大部分の仕馨をし，家族が生産手段を所

有しあるいは支配し，家族が自ら決断し，その

結果に対し責任をとる。1パーセント弱の農場

が雇纏経営者を使っているQある州では，共同

経営は法で禁止されている。

　賢明な決断をなすことによってそこから生ず

る利益を享受するという期待が，農民を駆っ

て，最善の努力をはらわぜるのである。農罠は

自分の決断の結果を背負わねばならぬのである

から愚かな決断をしょうとはしない。決断をな

す自由，そしてその結果に対する責任を負うと

いう，自由と責任の観念は農畏によて育まれた

ものである。農民はかかる特権を自分貞身のた

めに，はたまた，他の人のために擁護しようと

する。もしかかる將擁がきびしい制限や統制で

とり除かれるなら，　自発力は弱体化するだろ

う。そして陳腐山鼠な方法がそのまま踏襲され

ることになろうし，一層多くの人口が農業のた

めに必要になってこよう。そして他の仕事に従

事しうる人μの戸山はごく少くなρ，幽々の生

活程度は低下するであろう。

　アメリカと配本の襲罠とではその生産物の種

類，技術，その他多くの点でちがっているけれ

ども，似ている点もある。ここで用いた意味に

おいて，両者共，ある程度，労働春であり，資

本家であり，かつ経営者である。しかし，臼本

の農業に生産物の種類や技術のみならずず虚の色

々な面で，アメリカのそれとはちがっている。

若干のこれらのちがいを四川こ論及しようと思

う。　　　　　（北大交換教授・農業経営奪政）
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